
　

い
つ
も
明
る
く
、
や
さ
し
い
祖
母
の
影
響
で
、

保
育
士
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
も
ち
ま
し
た
。

今
は
認
知
症
の
た
め
、
私
の
話
に
応
え
て
く
れ
な

い
け
れ
ど
、
祖
母
に
伝
え
ま
す
。

「
私
に
、
保
育
士
と
い
う
夢
を
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ね
。
ま
だ
ま
だ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
か
な

わ
ん
け
ど
、
負
け
ん
よ
う
に
頑
張
る
か
ら
。
一
日

で
も
長
生
き
し
て
、
私
の
夢
の
続
き
を
見
守
っ
て

よ
。
」

祖
母
か
ら
も
ら
っ
た
夢

旭
ヶ
丘
中
学
校
　
江え

口ぐ
ち

　
奈な

那な

　

私
は
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め
、

今
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
練
習

が
嫌
い
で
、
楽
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
バ
レ
ー
を
続
け
る
こ
と
を
通
し

て
、
努
力
し
な
い
と
結
果
が
つ
い
て
こ
な
い
こ

と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
取
り
組
む
こ
と
は
無
駄

で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
チ
ー
ム
が
強
く
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

を
続
け
た
い
で
す
。

努
力
は
無
駄
じ
ゃ
な
い

下
有
知
中
学
校
　
中な

か

島し
ま

　
百も

も

花か

　

誰
で
も
「
苦
手
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
付
き
合
い
方
に
違
い
が
あ
る
だ
け
で
す
。

　

合
唱
祭
の
取
組
で
、
向
か
う
気
持
ち
が
仲
間
と

違
う
こ
と
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
「
合
唱
が
『
苦

手
』
な
子
も
い
る
。
そ
れ
は
一
人
一
人
が
違
っ
て

あ
た
り
ま
え
だ
か
ら
。
」
と
い
う
母
の
言
葉
で
仲

間
の
違
い
を
受
け
止
め
る
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご
す
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
そ
ん
な
意
識
を
も
っ
て
自
分
か
ら
接
し
て

い
き
ま
す
。

一
人
一
人
違
っ
てあ

た
り
ま
え

桜
ヶ
丘
中
学
校
　
吉よ

し

田だ

　
真ま

菜な

　

「
第
34
回
関
市
私
の
主
張
大
会
」
を
、
２
月
3
日
、
市

役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
中
学
2
年
生

が
、
学
校
生
活
や
日
常
の
体
験
を
も
と
に
自
分
の
考
え
方

や
生
き
方
、
将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
す

る
も
の
で
す
。

　

発
表
後
、
同
大
会
の
生
徒
運
営
委
員
長
か
ら
、
「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、
信
頼
が

築
か
れ
、
い
じ
め
を
な
く
せ
る
。
相
手
の
顔
を
見
て
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
各
発
表
者
の
主
張
の
要
旨
を
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
称
略
・
発
表
順
）

◆
照
会
先
　
学
校
教
育
課
　
☎
23
―
8
1
2
6

第
34
回

　

私
は
、
今
回
の
職
場
体
験
を
通
し
て
、
今
の
自

分
に
必
要
な
の
は
、
思
い
を
行
動
に
示
す
勇
気
と

強
い
意
思
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な

い
。
だ
か
ら
「
行
動
す
る
」
。
「
相
手
を
大
切
に

す
る
意
思
」
を
笑
顔
で
示
し
て
い
た
職
場
体
験
先

の
店
員
さ
ん
の
よ
う
に
、
私
も
そ
ん
な
行
動
が
で

き
る
人
間
に
な
り
た
い
し
、
そ
ん
な
行
動
が
で
き

る
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

本
物
の
優
し
さ

武
儀
中
学
校
　
加か

藤と
う

　
夏な

つ

帆ほ

　

試
合
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
、
練
習
に
も
身
が

入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
僕
で
し
た
が
、
た
っ

た
一
度
の
敗
戦
で
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
た
Ｎ
先
輩

の
、
勝
利
へ
の
強
い
思
い
に
触
れ
て
、
努
力
を
忘

れ
、
困
難
か
ら
逃
げ
て
い
た
自
分
自
身
の
姿
勢
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

願
い
を
明
確
に
も
っ
て
、
ひ
た
む
き
に
努
力
し

続
け
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
、
前
を
向
い
て
生
き

て
い
き
た
い
で
す
。

前
を
向
く小

金
田
中
学
校
　
大お

お

洞ぼ
ら

　
恭た

か
し
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私
の
母
は
、
勉
強
を
し
な
か
っ
た
り
部
屋
が
散

ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
が
み
が
み
怒
る
。
し

か
し
、
悩
ん
で
い
る
私
に
気
付
き
、
優
し
く
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
た
り
、
毎
日
私
た
ち
の
た
め

に
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
家
事
を
し
て
く
れ
た
り

し
て
い
る
母
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
。
母
親
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
抱

き
、
こ
れ
か
ら
は
、
母
の
思
い
を
大
切
に
し
て
生

き
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

母
の
大
切
さ

緑
ヶ
丘
中
学
校
　
高た

か

橋は
し

　
愛あ

い

菜な

　
僕
の
通
う
上
之
保
中
学
校
は
全
校
生
徒
三
十
四

人
の
小
規
模
校
で
す
が
、
皆
で
楽
し
く
生
活
し
て

い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
、
上
之
保
中
学
校
も
こ
の

地
域
も
と
て
も
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
上
之
保
中
学
校
は
、
あ
と
一
年
と
少
し
で
武
儀

中
学
校
と
再
編
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
上

之
保
中
学
校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
残
り
少
な

い
学
校
生
活
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
て
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上
之
保
中
学
校
最
後
の

卒
業
生
と
し
て

上
之
保
中
学
校
　
石い

し

原は
ら

　
寛ひ

ろ

也や

　
介
護
福
祉
士
で
あ
る
母
の
仕
事
に
興
味
を
も

ち
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
職
場
体
験
を
し

ま
し
た
。
実
際
に
体
験
す
る
と
大
変
な
仕
事
が
多

く
、
想
像
し
て
い
た
も
の
と
違
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
や
笑
顔
を
頂

い
た
り
、
母
の
仕
事
に
対
す
る
気
持
ち
を
聞
い
た

り
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行

動
し
、
周
り
の
人
を
笑
顔
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

笑
顔
の
た
め
に

板
取
中
学
校
　
野の

村む
ら

　
耀よ

う

子こ

　
私
に
は
「
動
物
の
保
護
施
設
で
働
き
た
い
」
と

い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
捨
て
ら
れ
て
殺
処
分
さ
れ

る
動
物
を
助
け
た
い
か
ら
で
す
。
二
年
生
の
職
場

体
験
で
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。

犬
や
猫
の
飼
い
主
が
見
つ
か
る
よ
う
に
、
諦
め
ず

に
『
努
力
』
を
続
け
て
み
え
る
職
員
の
方
の
姿
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
動
物
を
守
れ
る
自
分
に
な

る
た
め
に
、
少
し
の
こ
と
で
諦
め
ず
、
『
努
力
』

し
て
い
き
ま
す
。

動
物
の
命
を
守
る
た
め
に

富
野
中
学
校
　
大お

お

野の

　
ひ
か
る

　
僕
が
こ
の
二
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
だ

け
で
無
理
す
る
の
で
は
な
く
、
一
声
か
け
る
勇
気

の
大
切
さ
で
す
。
一
年
生
の
時
の
僕
は
、
一
人
で

必
死
に
頑
張
っ
て
い
て
も
学
級
の
姿
が
高
ま
ら
ず

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
僕
を
友
達
は
快
く
助

け
て
く
れ
、
効
果
も
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
困
っ
て
悩
ん
で
い
る
仲
間
に
、
少
し

で
も
勇
気
を
与
え
る
言
葉
を
か
け
る
こ
と
が
、
今

の
僕
の
目
標
で
す
。

一
声
か
け
る
勇
気

洞
戸
中
学
校
　
野の

村む
ら

　
奏か

な

人と

　
中
学
校
に
入
学
し
て
、
体
育
大
会
な
ど
の
行
事

や
日
常
生
活
を
通
し
て
全
員
で
一
つ
の
こ
と
に
取

り
組
む
楽
し
さ
を
知
っ
た
。
学
級
の
た
め
に
涙
を

流
す
リ
ー
ダ
ー
達
の
姿
を
見
て
、
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
自
分
も
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
今
は
学
年
委
員
長
と
し
て
全
力
で
活
動

し
て
い
る
。
今
後
は
全
校
に
「
全
員
」
「
全
力
」

の
楽
し
さ
を
広
め
る
こ
と
が
夢
で
あ
る
。

私
が
み
つ
け
た
楽
し
さ

武
芸
川
中
学
校
　
藤ふ

じ

井い

　
美み

月づ
き
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学校教育　　プラン夢
　　子どもたちは無限の可能性と夢をもっています。その可能性を引き出し、夢を育てていく

のが「学校教育夢プラン」です。今回はプランの中から、冬の初開催事業および子どもたち

の健全育成に関わる市独自の取り組みを紹介します。   照会先 学校教育課 ☎２３-８１２６

　ふるさと関の自然や暮らしを題材に、小学生が俳句を詠みます。
ふるさとを見つめることで、愛着を育てます。
　初開催の今回は、約３０００人の子どもたちから、５０００を超え
る俳句が寄せられ、ふるさとのよさに目を向けるきっかけになりま
した。その中から１００句を選び、発表します。

　各学校や地域で作成した手帳を子どもたちが携行します。教
員や保護者、地域の方々がその手帳に子どもたちの善行やボラン
ティア活動を記録していきます。子どもたちの自己有用感を高め、
思いやりの心や人のために役に立とうという態度を育んでいます。

　夕暮れ時に行う教員用授業力向上セミナーです。県下から授業
実践に定評のある方々を講師に迎え、新しい指導法や効果的な授
業展開、教材などについて、先生方が体験し自分の授業に生かし
ます。今年度は小学校向講座を4回、中学校向講座を3回行い、の
べ100人を超える教員が参加しました。

　常に子どもを見守り、支えることで、子どもの不安や悩みの早期
発見・早期解決をめざします。
　子どもたちは、担任の先生以外に自分で相談したいと思う先生
を登録し、その先生（マイサポーター）に、いつでも何でも気軽に相
談することができます。今年度は市内小中学校２４校で実施しまし
た。来年度は全小中学校で導入します。

子どもたちの詠んだ100句です。小学生の目が、どの
ように関市をとらえたか、ご覧ください。

良いことやボランティア活動をして記録してもらう
と、とてもうれしいです。どんどんやりたいです。

悩んでいたところがスッキリしました。明日からの授
業に早速生かしたいです。

審査員の声～

子どもの声～

いつでも相談できるという安心感があり、気が楽に
なりました。

相談がなくてもその子の様子を常に気にかけるよう
になり、こちらから声をかけることもあります。

子どもの声～

先生の声～

先生の声～

小学生「せき百景子ども俳句百選」…ふるさと学習

児童生徒健全育成手帳…SAVEノート、スマイル手帳、ふれあいボランティアパスポート など

トワイライトカレッジ　アクティブ・セミナー…教員の授業力向上

マイサポーター制度…相談体制の充実
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沿道での応援と交通規制にご協力を

2015刃物のまち

関シティマラソン

　関シティマラソンで走路となる道路は、車両通行規制区域となりますので、ご協力ください。

規制時間中は、全面通行止めとなりますので、ご注意ください。

　沿道では、参加選手への応援をお願いします。

始発～12:00
迂回時の
バス停表

バスの迂回運転について

3/15
◆照会先　スポーツ推進課　
　　　　　☎23ー7766

◆バス運行の問い合わせ先
▷岐阜関線・上之保線・関シティバス･･･岐阜バス関営業所☎22ー2255

▷高速名古屋線・関板取線 ・・・・・・ 岐阜バス美濃営業所☎33ー2151

○せき東山～関シティターミナル間は、県道関金
山線、平和通りへ迂回します。

　 ※中濃厚生病院、市役所、わかくさプラザは停車します。

○西本郷通り、東本郷通り、本町通り沿いのバス
停は、対象時間中、休止します。

○買い物循環線、市街地病院循環線は対象時間
中、運休します。

○わかくさ・富野線の塔ノ洞～小坂のバス停は規
制時間中、休止します。

岐阜関線

高速名古屋線

板取線・上之保線

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

※区間ごとに、順次交通規制を解除します。※交通規制区域周辺は、混雑することが予想されます。

　次のとおり変更になりますので、ご理解とご協
力をお願いします。

6:00～12:30規制時間

対象時間

中 池

津保川

市民球場

グリーン･フィールド中池 中部熱処理

陸上競技場

58
248

60

しぐら坂
トンネル

東 山

丹羽鋳造

わ
か
く
さ
ト
ン
ネ
ル

コンビニ

コンビニ

コンビニ

旭ヶ丘小学校

関郵便局

〒

中濃厚生病院

関市役所

関市総合体育館

関
市
役
所
前

関
　
駅

刃
物
会
館
前

富岡簡易局

関仲町局

関商工会議所

〒

〒

龍泰寺

Ｎ

西本郷

円保通
伊勢町

黒屋西

本町２

塔之洞

黒 屋

仲 町

平賀町５

西本郷通４

西本郷通６

公園 トイレ

ゴルフ

岐阜バス乗合自動車
関営業所

美濃関カントリークラブ

関あかつき
富
加
関
Ｉ
Ｃ

東
海
環
状
自
動
車
道

ゴ
ー

ル
ス
タ
ー
ト

コンビニコンビニ
わ
か
く
さ
ト
ン
ネ
ル

わ
か
く
さ
ト
ン
ネ
ル

コンビニコンビニ

〒

丹羽鋳造

陸上競技場陸上競技場

全面通行止め

交通規制マップ

※解除時間は、予定時間です。
　最終ランナーが通過後、安全が確認出来次第、
　解除します。

公園公園公園公園 トイレトイレトイレ

ゴルフ

岐阜バス乗合自動車岐阜バス乗合自動車岐阜バス乗合自動車

始 - 終 開始 解除

Ａ - Ｃ 6:00 12:30

Ｃ - Ｄ 9:20 10:10

Ｄ - Ｆ 9:20 10:30

Ｆ - Ｋ 9:30 11:10

Ｃ - Ｌ 9:35 11:10

Ｂ - Ｍ 6:00 12:30

Ｍ - Ｎ 11:409:50

9:50Ｍ - Ｏ 11:40

Ｏ - Ｐ 10:10 11:50

Ｐ - Ｃ 6:00 12:00

交通規制

区間 予定時間

岐阜バス乗合自動車岐阜バス乗合自動車岐阜バス乗合自動車岐阜バス乗合自動車

陸上競技場

コンビニコンビニコンビニコンビニ

本町２本町２本町２本町２

6:00

6:00

6:00

関市合併10周年記念
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投
票
区
の
見
直
し
と
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

　今年は統一地方選挙の年です。私たちの暮らしに直接結びつく地方自治体
の議会の議員を選ぶ２つの選挙が次の日程で行われます。投票日には棄権
することなく、大切な１票を投じましょう。　

■告示日     ４月   ３日（金）
■投票日　４月１２日（日）
　※投票区の見直し後初めて行われる選挙です。
　　関市選挙区の定数は２人です。　

岐 阜 県 議 会 議 員 選 挙
■告示日　４月１９日（日）
■投票日　４月２６日（日）
　※これまで合併前の区域で６つに分かれていた選
　　挙区が、今回から関市全体で１つの選挙区に統
　　一され、定数が２５人から２３人に変更されます。　
　

関 市 議 会 議 員 選 挙

統一地方選挙

立 候 補 関 係 者 説 明 会

照
会
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
―
6
８
０
3
）

【岐阜県議会議員選挙】
●日　時　３月１９日（木）午後１時３０分～
●場　所　中濃総合庁舎５階・大会議室（美濃市）
●照会先　岐阜県選挙管理委員会（☎058-272-1111）

【関市議会議員選挙】
●日　時　３月２０日（金）午後１時３０分～
●場　所　関市役所６階・大会議室
●照会先　関市選挙管理委員会（☎23-6803）

※各説明会の出席者数は、立候補予定者を含め3人以内です。

●
富
野
地
域
の
投
票
日
の
交
通
対
策

　

投
票
日
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
路
線
バ
ス
（
わ
か
く

さ
・
富
野
線
）
を
利
用
し
て
投
票
所
へ
来
場
し
た
方

は
、
乗
車
し
た
バ
ス
停
ま
で
送
迎
を
い
た
し
ま
す
。
デ

マ
ン
ド
バ
ス
ご
利
用
の
方
は
、
「
志
津
野
長
坂
」
バ
ス

停
か
ら
の
送
迎
と
な
り
ま
す
の
で
、
「
志
津
野
長
坂
」

バ
ス
停
ま
で
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
区
見
直
し
の
詳
細
（
回
覧
文
書
）　

　

お
住
ま
い
の
地
域
別
（
自
治
会
支
部
単
位
）
に
、
地

図
を
含
む
新
投
票
区
の
区
域
の
資
料
を
班
回
覧
し
ま

す
。
た
だ
し
、
富
岡
、
田
原
、
桜
ヶ
丘
、
武
芸
川
（
高

野
地
区
・
跡
部
地
区
を
除
く
）
、
武
儀
（
富
之
保
雁
曽

礼
地
区
を
除
く
）
の
各
支
部
は
今
回
見
直
し
を
し
な
い

た
め
資
料
の
回
覧
は
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
回
覧
資
料

お
よ
び
投
票
区
見
直
し
に
関
す
る
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
見
直
し
後
の
投
票
所
は

「
投
票
所
入
場
券
」
で
通
知
し
ま
す

　

選
挙
時
に
告
示
日
以
降
に
送
付
す
る
「
投
票
所
入
場

券
」
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
が
見
直
し
後
の
投
票
所
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
投
票
所
を
確
認
し
た
い
場

合
や
投
票
区
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
随
時
対
応

し
ま
す
。

　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見

直
し
後
の
投
票
区
（
投
票
所
）
と

な
り
ま
す
。

◎
投
票
区
見
直
し
の
概
要

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
時
か
ら
投

票
所
の
新
設
・
廃
止
・
継
続
に
つ
い
て
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
投
票
区
は
、
現
在
の
55
投
票
区
か
ら
35
投
票

区
と
し
ま
す
。
26
カ
所
の
投
票
所
を
廃
止
、
6
カ
所
の

投
票
所
を
新
規
に
設
置
し
、
29
カ
所
の
投
票
所
は
継
続

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
区
の
区
域
に
つ
い
て
案
の
一
部
変
更

が
あ
り
ま
す
。

　

小
迫
間
地
域     

稲
口
投
票
区  

↓  

田
原
投
票
区

※
小
迫
間
地
域
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
投
票
所
（
田
原
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
す
。

　
　◎

見
直
し
の
影
響
緩
和
事
業

●
臨
時
期
日
前
投
票
所
の
設
置

　

板
取
、
上
之
保
地
域
は
、
７
カ
所
の
旧
投
票
所
で
期

日
前
投
票
期
間
中
に
「
巡
回
方
式
」
で
臨
時
期
日
前
投

票
所
を
開
設
し
ま
す
。
（
１
日
２
カ
所
、
統
一
地
方
選

で
の
実
施
日
時
な
ど
は
13
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

●
期
日
前
投
票
所
の
新
設

　

西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
屋
名
１
１
０
）
は
、

投
票
日
の
６
日
前
か
ら
前
日
ま
で
（
月
～
土
）



①1通に4人の入場券　投票所へは、一人ずつ切り離してお待ちください。
②投票所の確認をお忘れなく　封筒の内側の入場券部分に書かれています。
③期日前投票の「宣誓書」付き（入場券下部）

   あらかじめ記入してお待ちください。時間の短縮ができます。
「宣誓書」に記入する必要はありません。

期日前投票

当日投票
※入場券を失くしたり、届かなかった場合でも、選挙人名簿に登録されていれば投票できます。
　投票所でその旨を申し出てください。

投票所入場券は「はがき」から「封筒」に変更します。
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平成２７年４月執行予定の統一地方選挙に関する情報一覧
岐阜県議会議員選挙（県議選） 関市議会議員選挙（市議選）

告示日・投票日 告示日　４月   ３日（金）
投票日　４月１２日（日）

告示日　４月１９日（日）
投票日　４月２６日（日）

期日前投票の期間
※臨時期日前投票所を除く

関市役所　４月４日（土）～１１日（土）
各地域事務所および西部ふれあいセンター
４月６日（月）～１１日（土）

全ての期日前投票所
４月２０日（月）～２５日（土）

議員の定数 ２人（関市選挙区） ２３人
（今回から選挙区が統一されています。）

投票時間（投票日）
午前７時から午後８時まで
※一部の投票所では閉鎖時刻の繰り上げを行います（14ページの別表）。
　投票区見直しに伴い変更される場所もありますのでご注意ください。

投票時間（期日前投票） 臨時期日前投票所を除き　午前８時３０分から午後８時まで

臨時期日前投票所の日時
　板取門原集会場
　板取集落センター
　板取中切集会場
　上之保鳥屋市集会場
　上之保つどいの家
　上之保船山集会場
　上之保行合集会場

４月   ９日（木）午前9時～午前11時30分
４月１０日（金）午前9時～午前11時30分
４月１０日（金）午後1時30分～午後4時
４月   ９日（木）午前９時～午前11時30分
４月   ９日（木）午後1時30分～午後4時
４月１０日（金）午前９時～午前11時30分
４月１０日（金）午後1時30分～午後4時

４月２３日（木）午前９時～午前11時30分
４月２４日（金）午前９時～午前11時30分
４月２４日（金）午後1時30分～午後4時
４月２３日（木）午前９時～午前11時30分
４月２３日（木）午後1時30分～午後4時
４月２４日（金）午前９時～午前11時30分
４月２４日（金）午後1時30分～午後4時

期日前投票所で投票ができ
る範囲 お住まい地域にかかわらず、どの期日前投票所でも投票が可能です。

投票のできる人

※欄内の全ての条件を
　満たす人
（禁錮以上の刑を受刑中の
　者や選挙犯罪等で選挙権
　を失権中の者を除く）　

①関市の選挙人名簿に登録がある人
②満20歳以上（平成7年4月13日以前に生
まれた人）
③平成27年4月2日現在で３カ月以上市内
に住所を有し（転入の場合は平成27年1
月2日以前に転入届を提出した人）、投票
日当日に岐阜県内で住民登録されている
人。ただし関市から岐阜県内の他市町村
に転出した人は投票する日までの転出回
数が１回に限られ、「引き続き岐阜県内の
他市町村に住所を有する旨の証明書」（無
料）が必要です。

①関市の選挙人名簿に登録がある人
②満20歳以上（平成7年4月27日以前に生
まれた人）
③平成27年4月18日現在で３カ月以上市内
に住所を有し（転入の場合は平成27年1月
18日以前に転入届を提出した人）、投票日
当日も関市に住民登録されている人

県外転出者は投票できません。 市外転出者は投票できません。

3月14日以後に市内で転居をした方は転居
前の住所地で登録されている投票所で投
票することとなります。

3月28日以後に市内で転居をした方は転
居前の住所地で登録されている投票所で
投票することとなります。

入場券発送予定日
（配布完了まで約３日間） ４月３日（告示日）から ４月１９日（告示日）から
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投票区名 投票所 閉鎖する時刻
富 之 保 武儀生涯学習センター 午後７時
中 之 保 武儀事務所 午後７時
下 之 保 道の駅平成（武儀エコピアセンター） 午後７時
上之保北 上之保東体育館 午後６時
上之保南 上之保生涯学習センター 午後６時

閉
鎖
時
刻
の

繰
り
上
げ

（
別
表
）

投 票 区 名 投票所 閉鎖する時刻
洞 戸 南 洞戸事務所 午後７時
洞 戸 北 洞戸高見集会場 午後７時
板 取 南 板取事務所 午後６時
板 取 北 板取田口集会場 午後６時
寺 尾 寺尾公民館 午後７時

一覧表に掲示しなかった見直し前後で変更事項のない投票区

東山・桜ヶ丘西・富岡・千疋・津保川台・田原・下有知北・寺尾・谷口・八幡

投票区見直し一覧表 （変更する投票区のみ）

★区域の一部が変更となる投票区黄色：廃止する投票区	

※投票区の見直しに伴い変更される場所もありますのでご注意ください。

ピンク色：投票所を新設する投票区

赤　   字：投票所閉鎖時間を変更する投票所

現　　状

選挙区名 投票所名 変更の内容

若　　草 関市役所 （区域の増加）

中 安桜ふれあいセンター ★長良川鉄道より西をアピセ・関へ変更など

西 アピセ・関
★長良川鉄道より東を安桜ふれあいセンターへ変更、区域北の一
部を関市役所へ変更など

西 第 二 西部公民センター
★区域北の一部を下有知南部公民センターへ変更、国道248号
線以南を倉知ふれあいセンターへ変更など

南 安桜小学校
安桜ふれあいセンター、稲口公民センター、アピセ・関、
桜ヶ丘小学校へ振り分け

東 旭ヶ丘小学校 （区域の増加）

北 養護訓練センター 関市役所、旭ヶ丘小学校へ振り分け

桜ヶ丘東 桜ヶ丘小学校 （区域の増加）

小　　瀬 瀬尻公民センター ★星ヶ丘とその南側の区域を赤土坂公民センターへ変更など

池　　尻 池尻公民センター
旧JAめぐみの西支店へ統合

広　　見 広見公民センター

倉 知 北 倉知ふれあいセンター ★区域西の一部を赤土坂公民センターへ変更

倉 知 南 南ヶ丘小学校 ★区域西の一部を赤土坂公民センターへ変更

小 屋 名 小屋名公民センター

西部ふれあいセンターへ統合
上 白 金 金竜小学校

山　　田 山田公民センター

保 戸 島 保戸島公民センター

赤 土 坂 赤土坂公民センター （区域の増加）

下有知南 下有知南部公民センター ★区域東の一部を関市役所へ変更など

西 神 野 富野ふれあいセンター

富野ふれあいセンターへ統合
下 日 立 下日立公会堂

小　　野 小野構造改善センター

志 津 野 志津野転作促進技術研修センター

市　　場 洞戸事務所

洞戸事務所へ統合菅　　谷 洞戸下菅谷集会場

下 洞 戸 下洞戸活性化センター

奥 洞 戸 洞戸高見集会場
洞戸高見集会場へ統合

白　　谷 板取白谷集会場

門　　出 板取集落センター
板取事務所へ統合

上 ヶ 瀬 板取事務所

中　　切 板取中切集会場

板取田口集会場へ統合保 木 口 板取保木口集会場

島　　口 板取門原集会場

高　　野 旧武芸川町東公民館
博愛小学校へ統合

跡　　部 跡部公民館

富之保第一 武儀生涯学習センター
武儀生涯学習センターへ統合

富之保第二 富之保雁曽礼集会場

中 之 保 武儀事務所 （時間の変更）

下 之 保 道の駅平成（武儀エコピアセンター） （時間の変更）

鳥 屋 市 上之保鳥屋市集会場
上之保東体育館へ統合

行　　合 上之保行合集会場

川　　合 上之保生涯学習センター

上之保生涯学習センターへ統合
宮　　脇 上之保宮脇集会場

明 ヶ 島 上之保つどいの家

船　　山 上之保船山集会場

見直し後

選挙区名 投票所名
投票所
閉鎖時間

若　　草 関市役所

午後
8時

安 桜 東 安桜ふれあいセンター

安 桜 西 アピセ・関

福　　野 西部公民センター

稲　　口 稲口公民センター

旭 ヶ 丘 旭ヶ丘小学校

桜ヶ丘東 桜ヶ丘小学校

小　　瀬 瀬尻公民センター

池 尻 ・
広 見

旧JAめぐみの西支店

倉 知 北 倉知ふれあいセンター

倉 知 南 南ヶ丘小学校

小 金 田 西部ふれあいセンター

赤 土 坂 赤土坂公民センター

下有知南 下有知南部公民センター

富　　野 富野ふれあいセンター

洞 戸 南 洞戸事務所
午後
7時

洞 戸 北 洞戸高見集会場

板 取 南 板取事務所

午後
6時

板 取 北 板取田口集会場

高 野 ・
跡 部

博愛小学校
午後
8時

富 之 保 武儀生涯学習センター
午後
7時中 之 保 武儀事務所

下 之 保 道の駅平成（武儀エコピアセンター）

上之保北 上之保東体育館

午後
6時

上之保南 上之保生涯学習センター
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　税金を納期限までに納めなかった人には、地方税法に基づき、督促状を発送します。（納期限20
日経過後）法律では、「督促状を発してから10日を経過しても納税されないとき」は、「財産を差押
えなければならない」と定められています。
　納税されない場合には、大切な市税を確保するため、また、納期限までに納めた方との公平性を
保つために、財産（預貯金、給料、生命保険、不動産など）を差押えます。差押の後も特別な理由も
なく滞納が続く場合は、差押えた財産の取立てや公売などの方法で現金化し、滞納となっている市税
に充当します。

市税の納め忘れはありませんか

守ります 税の公平　許さない 税の滞納

〜３月は市税の年度末完納を促進し、滞納整理を強化します〜

〜悪質な滞納者には、財産の差押を実施します〜

市税はまちづくりに欠かせない大切な財源です

滞納から差押まで

差押実績

滞納は税負担の公平を欠きます

納税相談を

照会先　税務課　☎２３－８７８９　または　☎２３－７７３２

岐阜県と連携

　市税の納付は、もうお済みですか。何かの事情で納付を忘れていませんか。
　市では、年度末に市税の完納を促し、さらに滞納を減らすため滞納整理を強化します。
　もう一度、納税 通 知書を確認しましょう。
　納付を忘れている人は、早めに納付をしましょう。

　税金は本来定められた納期限までに自主的に納付しなければならないもので、市民一人
ひとりの義 務であり、公平・公正であるものです。市では、収 入や財産があるのに納めない
悪質な滞納者に対しては、財産を差押えるなどの滞納処分を積極的に行なっています。

　皆さんから納めていただく市税は、関市のまちづくりを進めていく上での大切な財源です。高齢者
支援や子育て支援、教育環境や生活環境の充実、道路整備など、皆さんが安心して生活できるまちづ
くりのために有効に活用されています。

　市税の滞納は、納期内にきちんと納めている人と公平性を欠くことはもちろん、市の財政を圧迫し、
市民サービスに支障をきたすことにもなりかねません。また、督促状や電話、文書による納税を促す
作業は、余分な経費を増加させます。

　病気や失 業、事業の廃止や経営不振など、やむを得ない理由で一時的に市税を納期内に納
めることが困難な人は、お早めにご相談ください。
　これらの特別な事情があっても市に相談 がない場 合、個々の状 況を把握できないまま差押
に至ってしまうことがありますので、税務課収納係に連絡してください。

　市では岐阜県とも協力し、大口滞納事案を県に引き継ぐなど、滞納を減らす取り組みを強化してい
ます。

年度 件数 換価金額 財産の種類

24 326 32，697，000円
不動産、預貯金、給料、生命保険

25 502 57，908，000円
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土
　
地

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に

よ
り
評
価
し
ま
す
。

▼
地
目　

宅
地
、田
お
よ
び
畑（
併
せ

て
農
地
と
い
い
ま
す
。）、鉱
泉
地
、

池
沼
、山
林
、牧
場
、原
野
お
よ
び

雑
種
地
を
い
い
ま
す
。固
定
資
産

税
の
評
価
上
の
地
目
は
、土
地
登

記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ
り
な

く
、そ
の
年
の
１
月
１
日（
賦
課
期

日
）の
現
況
の
地
目
に
よ
り
ま
す
。

▼
地
積　

原
則
と
し
て
土
地
登
記
簿

に
登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
に
よ
り

ま
す
。

▼
価
格（
評
価
額
）　

固
定
資
産
評
価

基
準
に
基
づ
き
、売
買
実
例
価
額

を
基
に
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格

を
基
礎
と
し
て
求
め
ま
す
。　

地
目
別
の
評
価
方
法

★
宅
地
の
評
価

　

主
に
市
街
地
的
形
態
を
形
成
す
る

地
域
の
宅
地
に
つ
い
て
は「
市
街
地
宅

地
評
価
法
」に
よ
っ
て
、そ
の
他
の
地

域
に
お
け
る
宅
地
に
つ
い
て
は「
そ
の

他
宅
地
評
価
法
」に
よ
っ
て
評
価
額
を

定
め
て
い
ま
す
。

【
市
街
地
宅
地
評
価
法
】

　

路
線
価
方
式
と
も
い
わ
れ
、街
路

ご
と
に
、当
該
街
路
に
沿
接
す
る
標

準
的
な
宅
地
の
価
格
を
表
す
路
線
価

を
定
め
、こ
の
路
線
価
に
基
づ
い
て
所

定
の「
画
地
計
算
法
」を
適
用
し
、各

筆
の
評
点
数
を
求
め
る
方
法
で
す
。

【
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
】

　

宅
地
の
沿
接
す
る
道
路
の
状
況
、

公
共
施
設
の
接
近
の
状
況
、家
屋
の

疎
密
度
な
ど
宅
地
の
利
用
状
況
が
お

お
む
ね
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

地
区
を
区
分
し
、こ
れ
ら
の
地
区
ご
と

に
選
定
し
た
標
準
的
な
宅
地
の
評
点

数
を
求
め
る
方
法
で
す
。

★
農
地
・
山
林
の
評
価

　

原
則
と
し
て
、宅
地
の
場
合
と
同

様
に
標
準
地
を
選
定
し
、そ
の
標
準

地
の
価
格（
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

売
買
実
例
価
額
に
宅
地
見
込
地
と
し

て
の
要
素
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
相

当
す
る
価
額
を
控
除
し
た
純
農
地
、

純
山
林
と
し
て
の
価
格
）に
比
準
し
て

評
価
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、転
用
許
可
を
受
け
た
農

地
な
ど
に
つ
い
て
は
、状
況
が
類
似
す

る
宅
地
な
ど
の
評
価
額
を
基
準
と
し

て
求
め
た
価
額
か
ら
造
成
費
相
当
額

を
控
除
し
た
価
額
に
よ
っ
て
評
価
し

ま
す
。

★
そ
の
他（
雑
種
地
）の
評
価

　

宅
地
、農
地
、山
林
の
場
合
と
同
様

に
、売
買
実
例
価
額
や
付
近
の
土
地

の
評
価
額
に
基
づ
く
な
ど
の
方
法
に

よ
り
評
価
し
ま
す
。

家
　
屋 

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

次
の
算
出
方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

★
新
築
家
屋
の
評
価

　

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×

　
　
　
　
　

経
年
減
点
補
正
率
等

　

再
建
築
価
格
と
は
、評
価
の
対
象

と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価

の
時
点
に
お
い
て
新
築
す
る
も
の
と

し
た
場
合
に
必
要
な
建
築
費
の
こ
と

で
、屋
根
・
外
壁
・
天
井
等
を
部
分
別

に
評
価
し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
で
算

出
し
ま
す
。ま
た
、経
年
減
点
補
正
率

と
は
、家
屋
の
建
築
後
の
経
年
に
よ
る

減
価
を
定
め
た
も
の
で
す
。

★
新
築
家
屋
以
外
の
家
屋（
在
来
分

家
屋
）の
評
価

　

評
価
額
＝
前
年
度
の
再
建
築
価
格
×

　
　
　
　
　

再
建
築
費
評
点
補
正
率
×

　
　
　
　

   

経
年
減
点
補
正
率
等

　

再
建
築
費
評
点
補
正
率
と
は
、過

去
３
年
間
の
建
築
物
価
の
変
動
を
反

映
し
た
も
の
で
す
。

固定資産税（土地･家屋）の評価のしくみ
平成27年度は３年に一度の評価替えの年度にあたります。

照
会
先

税
務
課
土
地
係　

☎
23
―
７
７
3
１

　
　
　

家
屋
係　

☎
23
―
８
７
８
３　

〈物価上昇期〉

評価額引下げ

・A（①より②が大きい場合）

建築物価の上昇より経年による減価が大きいため、
評価額は引下げ

①建築物価の上昇

②経年による減価評価額引下げ

経年による減価に加え、建築物価も下落するので、
評価額は引下げ

①建築物価の下落
②経年による減価

〈物価下落期〉

・Ｂ（②より①が大きい場合）

経年による減価より建築物価の上昇が大きいため、
本来の評価額は上昇するが、据置措置により評価額据置

評価額据置

①建築物価の上昇

②経年による減価

本来の評価額

★評価に影響を与える要因　①建築物価の変動（上昇か下落か？）②経年による減価（何年経過しているか？）

平成27年度
図をご参考ください。
平成27年度の評価替えは、
建築物価上昇期に該当します。
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固定資産税の縦覧・閲覧

縦覧とは

閲覧とは

固定資産税の縦覧・閲覧制度についてご案内します。

ご自身の土地や家屋などの評価額、課税内容のご確

認のためにご利用ください。

●免税点未満（少額のため課税免除された資産）または非課税資産のみを所有する方（納税者でない方）
●土地だけを所有する方の家屋の縦覧（逆の場合も同じ）
●将来購入予定の土地や特定の個人が新築した家屋の縦覧

　固定資産税の納税義務者の方は、固定資産課税台帳に登録された評価額について、次の場合に審査申出をする
ことができます。
▷固定資産課税台帳に登録された評価額について疑義があり、課税当局（税務課）による説明によっても払しょく
できない不服がある場合
◆審 査 申 出 期 間 　４月１日（水）から納税通知書の交付を受けた日の60日後まで
◆審査申出の方法　「固定資産評価審査申出書」を作成し、固定資産評価審査委員会に提出してください。審査
　　　　　　　　　申出書は同委員会事務局にあります。
◆照　　会　　先　固定資産評価審査委員会事務局（総務管財課内　☎23―６８０３　 23―１６００）

※平成27年度の固定資産税納税通知書は、4月1日（水）に発送予定です。
※全期納付書を使用して納付した後に、改めて期別納付書を使用して納めてしまう二重納付にご注意ください。

◆照会先　　税務課土地係　☎0575-23-7731　　家屋係　☎0575-23-8783　　 0575-21-2308

※縦覧ができない場合

評価額の審査申出

・・・市内の他の土地や家屋の評価額を見て、ご自身の資産と比べることができる制度です。

・・・ご自身が市内にお持ちの資産の所在地、評価額、税額などの課税内容が確認できる制度です。

縦 覧 期 間 ４月１日（水）～３０日（木）　※土・日曜日、祝日を除く
午前８時３０分～午後５時１５分

場　　　所 税務課
各地域事務所（各事務所が保管する各地域の分のみ）

申請できる方
・納税者　
・納税者と同一世帯の親族および納税管理人（納税通知書が必要）
・代理人（委任状が必要）

内　　　容 【土地】所在・地番・地目・地積・価格
【家屋】所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格・建築年

手　数　料 無料（縦覧帳簿の交付はしません）

必要なもの（上記以外） 印鑑、本人確認ができるもの（身分証明書、健康保険証、運転免許証など）

申請できる方
・納税義務者　
・納税義務者と同一世帯の親族および納税
　管理人　
・代理人（委任状が必要）

・借地人・借家人など（有償の契約であるこ
　と）　
・代理人（委任状が必要）

内　　　容 所有する固定資産課税台帳（所在地、評価
額、税額など）

賃貸借契約などの対象となっている土地お
よび家屋の固定資産課税台帳（所在地、評
価額、税額など）

手　数　料 閲覧および写しの交付１件につき３００円
※縦覧期間中の閲覧は無料になります

閲覧および写しの交付１件につき３００円
※縦覧期間中の閲覧も有料になります

必要なもの（上記以外）
・印鑑　
・本人確認ができるもの
（身分証明書、健康保険証、運転免許証など）

左記のほかに、賃貸借契約関係が分かる書
類（賃貸借契約書、料金払込票など）

閲 覧 期 間 ４月１日（水）から通年　　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く
午前８時３０分～午後５時１５分

場　　　所 税務課
各地域事務所
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